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７月１日から、し尿汲取り料金が変わります
　当地域のし尿処理事業は、大洲市、内子町、伊予市および砥部町の４市町で運営される大洲・

喜多衛生事務組合（清流園）の指定する許可業者により行われています。

　そのし尿汲み取り料金につきましては、平成６年７月の改定以来据え置きとなっておりました

が、その間の収集運搬経費の増大などにより、やむを得ず改定をすることになりました。

　改定後のし尿汲取料金は、次のとおりです。

○　し尿および浄化槽に係る汚泥の収集、運搬および処分についての手数料（消費税込み）

区　　域

平成17年１月10日
に お け る 区 域

単　位

現行手数料

（平成20年６月
30日まで）

大洲市および長浜町の区域 18リットル 106.05円

肱川町の区域 〃 120.75円

河辺村の区域 〃 126円

手　　数　　料　　金　　額

平成20年７月１日から
平成21年３月31日まで

徴収すべき手数料

平成21年４月１日から
徴収すべき手数料

120円 137円

137円 156円

143円 163円

変
更

備考　18リットル未満の端数を生じたときは、これを18リットルとして計算しています。
　　　請求金額の10円未満の端数は切り捨てることとしています。

※　なお、合併浄化槽に台所の油などは流さないようにしましょう。

　　浄化槽の処理能力が低下してしまいます。

問い合わせ先
　大洲市米津乙１番地の２  
　大洲・喜多衛生事務組合　清流園  
　☎26－0200  

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　
地
震
の
被
害
で
最
も
危
険
な

の
は
、
建
物
の
倒
壊
で
す
。
逃

げ
遅
れ
た
人
が
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、
中
国
・

四
川
大
地
震
で
は
、
死
傷
者
の

ほ
と
ん
ど
が
建
物
倒
壊
に
よ
る

も
の
で
し
た
。

「
大
洲
市
木
造
住
宅
耐
震
事
業
補

助
制
度
」
の
概
要

　
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安

全
確
保
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
識
向
上
を
図
り
、
市
民

が
自
ら
の
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
こ
と
の
促
進
を
目
的
と
し
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住

宅
に
つ
い
て
、
木
造
住
宅
耐
震

診
断
事
務
所
（
愛
媛
県
木
造
住

宅
耐
震
診
断
事
務
所
の
登
録
を

受
け
た
建
築
事
務
所
）
が
、
実

施
す
る
耐
震
診
断
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で

す
。

　
な
お
、
耐
震
診
断
に
先
立
っ

て
、
市
へ
の
補
助
金
交
付
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

（
１
）
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
１
戸
建
の
木
造

住
宅
で
あ
る
も
の
。

（
２
）
構
造
が
、
次
に
掲
げ
る
工

法
以
外
の
木
造
で
あ
る
こ
と
。

　 

①
伝
統
構
法
　
②
枠
組
み
壁

工
法
　
③
丸
太
組
工
法
　
④

認
定
工
法

（
３
）
地
上
階
数
が
２
以
下
で
、

延
べ
面
積
が
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
の
も
の
。

○
補
助
金
の
額

　
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の

３
分
の
２
以
内
の
額
と
し
、
２

万
円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

○
受
付
期
間
等

　 

期
間

：

平
成
20
年
９
月
頃
〜
、

申
込
戸
数

：

10
戸
（
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
役
所
建
築
住
宅
課
建
築
係

　
☎
�
２
１
１
１  

･･･お申込者 ･･･市

 

○お申し込みから耐震診断の流れ 

お申
込み

補助
申請

耐震診
断実施

補助金
お受取り

対
象
住
宅

の
審
査

診
断
事
務
所

の
ご
紹
介

補
助
金
交
付

の
審
査

変
更

清流園　料金改定
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愛
媛
県
お
よ
び
県
内
市
町
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
簡
単
に
申
請
・
届
出
が
で
き
る
共
同
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
「
え
ひ
め
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
」
を
運
用
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
の
で
き
る
手
続
き
も

さ
ら
に
増
加
し
、
県
で
は
約
２
４
０
種
類
、
市
町
で
は
約
50
種
類
の

申
請
・
届
出
が
可
能
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　【
え
ひ
め
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
】

　h
ttp://w

w
w
.e-eh

im
e.lg
.jp/n
av
ig
ate/m

u0/

　
※ 

検
索
サ
イ
ト
に
て
「
え
ひ
め
電
子
自
治
体
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
愛
媛
県
電
子
自
治

体
推
進
協
議
会
事
務

局
（
愛
媛
県
企
画
情
報

部
管
理
局
情
報
政
策
課

内
）

　
☎
０
８
９
（
９
１
２
）

２
２
２
８
　

　
ま
た
は
市
役
所
電
算
課

　
☎
�
２
１
１
１

　
４
月
30
日（
水
）、大
洲
市
土
地
開
発
公
社
・
大
洲

住
宅
協
会
　
大
森
隆
雄
理
事
長
（
大
洲
市
長
）
は
、

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
　
武
井
健
治
会
長

と
「
分
譲
宅
地
等
の
斡
旋
に
関
す
る
協
定
書
」
を

結
び
ま
し
た
。

　
調
印
式
の
中
で
、
大
森
理
事
長
は
「
大
洲
市
が

真
の
南
予
の
玄
関
と
な
れ
る
よ
う
、
中
身
の
整
備

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
今
日
の
調
印
式
に

よ
っ
て
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
語
り
、
ま
た
、
武
井
会
長
は
「
私
た
ち

は
不
動
産
業
の
プ
ロ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
大
洲
市
土
地
開
発
公
社
な
ど
が
販

売
を
行
な
っ
て
い
る
分
譲
団
地
を
愛
媛
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
の
会
員
で
あ
る
不
動
産
業
者
が
取
り

扱
え
る
よ
う
に
な
り
、
土
地
購
入
者
の
発
掘
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
早
期
分
譲
が
期
待
で
き
る
う
え
、

広
く
当
該
土
地
の
広
報
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
東
若
宮
団
地
（
大
洲
市

東
若
宮
）、

冨
士
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン

（
大
洲
市

菅
田
町
菅

田

）、

予

子
林
団
地

（
大
洲
市

肱
川
町
予

子
林
）
な

ど
で
す
。

　
５
月
22
日（
木
）、
平
成
20
年
度
日
独
青
少
年
指

導
者
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
９
人
が
大
森
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
一
行
は
、
14
日
間
日
本
に
滞

在
し
、
そ
の
う
ち
５
月
22
日（
木
）
か
ら
26
日（
月
）

ま
で
の
５
日
間
は
、
本
市
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
独
交
流
事
業
の
一
つ
で
、

昭
和
47
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
青
少

年
教
育
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
日
独
教

育
の
比
較
を
行
う
な
ど
し
て
、
青
少
年
教
育
指
導

者
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
研
修
に
は
、
本
市
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
も
含
ま
れ
て
お
り
、
市
長
は
「
市
民
と
接
し

て
生
の
声
を
聞
き
、
有
意
義
な
交
流
を
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
、
団
長
の
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ

ー
青
少
年
交
流
部
長
の
三
浦
な
う
か
さ
ん
は
、「
大

洲
市
は
緑
豊
か
な
所
で
、『
こ
れ
ぞ
日
本
だ
』
と
参

加
者
同
士
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
温

か
い
歓
迎
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
参

加
者
ら
は
早
速

国
立
大
洲
青
少

年
交
流
の
家
に

移
動
し
、
大
洲

で
の
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い

て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

▲表敬訪問したドイツからのセミナー参加者

「
分
譲
宅
地
等
の
斡
旋
に
関
す
る

協
定
書
」
調
印
式

日
独
青
少
年
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
が
市
長
を
表
敬
訪
問

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
申
請

手
続
き
が
さ
ら
に
増
加
し
ま
し
た
！

▲協定書に署名した大森理事長（市長）と武井会長（右）

電子申請
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国
土
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
今
年
度
の
調
査
区
域
は
、
大

字
新
谷
の
一
部
・
大
字
新
谷
町

の
全
部
・
大
字
仁
久
の
一
部
で

す
。

● 

　
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）

に
つ
い
て

　 

　
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
は
、

一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、

そ
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目

お
よ
び
境
界
に
関
す
る
調
査

確
認
を
行
い
、
境
界
に
関
す

る
測
量
、
面
積
測
定
後
、
そ

の
成
果
と
し
て
、
地
図
（
地

籍
図
）
と
簿
冊
（
地
籍
簿
）

を
作
成
す
る
調
査
で
す
。

●
　
地
籍
調
査
の
必
要
性

　 

　
人
に
「
戸
籍
」
が
あ
る
よ

う
に
、
土
地
に
は
「
地
籍
」

が
あ
り
ま
す
。「
地
籍
」
と
は

一
筆
ご
と
の
土
地
に
関
す
る

記
録
の
こ
と
で
、
登
記
所
の

土
地
登
記
簿
に
所
有
者
、
地

番
、
地
目
、
地
積
な
ど
が
記

録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
地
図

（
公
図
）
が
備
え
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　 

　
現
在
、
登
記
所
に
備
え
付

け
ら
れ
て
い
る
公
図
の
多
く

は
、
明
治
時
代
の
地
租
改
正

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
を

も
と
に
し
、
当
時
の
測
量
に

対
す
る
考
え
方
や
技
術
の
幼

稚
さ
な
ど
か
ら
、
土
地
の
実

態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
●
　
調
査
の
流
れ
・
方
法

　
①
　
地
元
説
明
会

　 
　
調
査
に
先
立
っ
て
、
地
元

説
明
会
を
開
催
し
な
が
ら
関

係
地
権
者
の
ご
協
力
を
求
め
、

地
籍
調
査
を
始
め
る
体
制
を

作
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
②
　
境
界
杭
打
ち

　 

　
土
地
の
境
界
に
杭
を
打
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
ず
隣

接
地
権
者
同
士
の
立
会
・
同

意
の
も
と
に
杭
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

　
③
　
一
筆
地
調
査（
現
地
調
査
）

　 

　
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い

て
、
土
地
所
有
者
な
ど
の
立

会
に
よ
り
所
有
者
、
地
番
、
地

目
、
境
界
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
④
　
地
籍
細
部
測
量

　 

　
段
階
を
踏
ん
で
、
一
筆
ご

と
に
正
確
な
測
量
を
行
い
ま

す
。

　
⑤
　
成
果
の
閲
覧

　 

　
一
筆
地
調
査
と
地
籍
細
部

測
量
に
よ
り
作
成
し
た｢

地
籍

簿｣

と｢

地
籍
図｣

の
案
を
土
地

所
有
者
な
ど
に
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
誤
り
を
訂
正
す
る

機
会
を
設
け
ま
す
。

　
⑥
　
登
記
所
へ
の
送
付

　 

　｢

地
籍
簿｣

と｢

地
籍
図｣

の

写
し
が
登
記
所
に
送
ら
れ
ま

す
。
登
記
所
で
は
土
地
登
記

簿
が
書
き
改
め
ら
れ
、
地
籍

図
が
備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。

●
　
成
果
の
利
活
用

　 

　
調
査
結
果
は
、
ま
ち
づ
く

り
、
公
共
事
業
、
税
務
、
災

害
復
旧
な
ど
、
土
地
に
関
す

る
様
々
な
分
野
で
利
活
用
さ

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
役
所
土
地
改
良
課
国
土
調

査
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
２
２
９
）

　
長
浜
支
所
建
設
農
林
課
国
土

調
査
係

☎
52
１
１
１
１
（
内
線
45
）

シリーズ防災
№３

災
害
に
備
え
よ
う

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
大
洲
市
か
ら
28
人
参
加

　
愛
媛
県
自
主
防
災
組
織
リ
ー

ダ
ー
育
成
研
修
会
（
県
主
催
）

が
６
月
３
日
、
４
日
の
両
日
、

南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
で
開

か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、

大
洲
、
八
幡
浜
、
西
予
、
内
子
、

伊
方
の
５
市
町
の
自
主
防
災
組

織
の
93
人
で
、
２
日
間
の
研
修

を
終
え
た
全
員
に
修
了
証
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

好
評
だ
っ
た
実
技
講
習

　
研
修
は
、リ
ー
ダ
ー
の
役
割（
愛

媛
大
学
）、
気
象
情
報
の
収
集
・

活
用
（
松
山
地
方
気
象
台
）、
自

主
防
災
組
織
活
動
（
県
危
機
管

理
課
）、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活

動
（
陸
上
自
衛
隊
第
14
特
科
隊
）

な
ど
多
彩
な
内
容
で
し
た
。
特
に
、

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
（
日
本

赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
）
心
肺
蘇

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
（
八
幡
浜
地

区
消
防
本
部
）、
地
震
や
浸
水
害

を
想
定
し
た
図
上
訓
練
で
は
、
大

洲
市
の
参
加
者
も
災
害
時
に
求
め

ら
れ
る
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け

よ
う
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

大
洲
市
か
ら
の
参
加
者
の
声

▼
た
い
へ
ん
充
実
し
た
研
修
会

だ
っ
た
。
▼
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
意
識
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
地
元
で
も
、
こ
の

よ
う
な
勉
強
会
を
し
た
い
。
▼

災
害
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
今
回
の
研

修
を
今
後
に
役
立
て
た
い
。
▼

（
参
加
者
と
情
報
交
換
す
る
中

で
、）
具
体
的
に
活
動
し
て
い
る

地
域
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

私
た
ち
も
努
力
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
危
機
管
理
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

▲手ぬぐいを使った応急処置
　（指導：日本赤十字社愛媛県支部）

▲災害時に何が必要かを判断（図上訓練）

国土調査のお知らせ
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○

【問い合わせ先】　市役所総務課管財係　☎24－2111　（内線328・329）

ふ
れ
あ
い
南
通
り 

卍 

ふ
れ
あ
い
南
通
り 

至松
山 

至松
山 

国
道
56
号
 

国
道
56
号
 

大洲乳児保育所 大洲乳児保育所 

ＪＲ伊予大洲駅 ＪＲ伊予大洲駅 

　物件番号１９-００１

久
米
川

大洲喜多特別養護老人ホーム 

事務組合とみす寮 

大洲児童館 大洲児童館 大洲保育所 

　物件番号１９-００４

ＪＲ伊予大洲駅 ＪＲ伊予大洲駅 

国土交通省 
大洲河川国道事務所 
国土交通省 

大洲河川国道事務所 

　物件番号１９-００５

【入札による売却】
○入札申込書受付
　平成20年７月１日㈫～平成20年７月25日㈮
　午前８時30分～午後５時30分
　　 入札申込書を提出してください。受付は、市役

所総務課（３階）において、土・日曜日及び祝

日を除く上記の期間において行います。なお、

地方自治法などの規定により入札に参加できな

い場合があります。

○現地説明会
　平成20年７月11日㈮　※時間は下表のとおり
　　入札物件に関する説明を行います。

　　ぜひご来場ください。

○入札の日時及び場所
　　平成20年７月30日㈬　午前10時～
　　市役所３階会議室

○入札方法
　　 上記日時・場所において入札を行います。入札

後、その場で開札し、最低売却価格以上で最高

価格の方を落札者とします。

○売買契約の締結　　平成20年８月６日㈬
○売買代金の納入　　平成20年９月５日㈮
　　 ただし、売買契約締結時に、売買代金の10％を
納入していただきます。

○入札物件
物件番号 所在・地番 地目 面積 用途地域 最低売却価格 現地説明会

19-004 大洲字鉄炮町810番８ 宅地
842.94㎡
(254.98坪)

第一種住居地域

建：60%  容：200%
37,850,000円 ９：00～11：00

19-005 中村1050番4ほか 宅地
332.08㎡
(100.45坪)

第一種住居地域

建：60%  容：200%
21,520,000円 14：00～16：00

（注）　用途地域欄の「建」は建ぺい率、「容」は容積率です。

○位置図

市有地売却のお知らせ

【随意契約による売却】
○随意契約物件
物件番号 所在・地番 地目 面積 用途地域 売却価格

19-001
若宮字ホンセイジタニ

487番14
宅地

193.91㎡
(58.65坪)

第一種低層住居専用地域

建：50%　容：80%
11,900,000円

○売払い申請書受付
　　随時受付を行います。

　　まず、電話にて申し込みしてください。

○売買契約の締結及び売買代金の納入
　　 売買契約を締結し、契約締結後30日以内に
売買代金を納入していただきます。

市有地売却のお知らせ
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